
 

平野区地域自立支援協議会 

 

 
 

平成26年4月24日（木）、15：30〜 

平野区役所 3F 303会議室 
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・協議会の組織編成や部会設置（継続議題） 

・今後の運営方法（継続議題） 

・抽出課題についての今後の対応・方向性（継続議題） 

・その他 

 

 

議 題 
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協議会の組織編成や部会設置 
 

 

議 題 
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・主に居宅介護事業所からなる勉強会 

・平成24年1月発足 

・奇数月、第4金曜、18:30～20:30 

・移動支援の制度理解、統合失調症理解、アルコー
ル依存理解、リハビリセンターの活動など 

平野区障害者福祉勉強会 
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・相談支援事業所による懇談会 

・平成24年11月発足 

・奇数月、第2木曜、15:00～17:00 

・事業所間の情報交換や悩みの共有および相談 

相談支援事業所有志懇談会 
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平野区通所系事業所連絡会 
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・就労継続Ａ・Ｂ、生活介護、地域活動支援センター
からなる連絡会 

・平成26年4月発足 

・不定期開催 

・特別支援学校と連携した、保護者・本人向けの事
業所説明会を検討中 



  

部会設置 
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任意活動グループ 

相談支援事業所有
志懇談会 

平野区通所系事業
所連絡会 

平野区障害者福祉
勉強会 

部  会 

相談支援部会（仮） 

就労支援部会（仮） 

研修部会（仮） 



協議会組織 
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全体会議 

相
談
支
援
部
会 

就
労
支
援
部
会 

研
修
部
会 

運営委員会 

2か月ごと  2か月ごと  不定期 

そ
の
他
の
部
会 

子供部会当
事者部会 

など  

全事業所 

年1回（3月）  

年間活動報告など 

メンバー＋部会長＋傍聴者 

年4回（4月、7月、1 0月、1月）  

部会報告、協議会検討事案など 



 

 

今後の運営方法 
 

議 題 

9 



・事務局 

  協議会の設定、議題提起、進行、議事録作成 

 

・運営委員会メンバー 

  運営委員会への参加、意見交換 

  （本日の参加者をメンバーとして開催） 

今後の運営方法 
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・事務局の設置 

・運営委員会メンバーリスト作成 

・任意活動グループへの部会参加依頼 

・ＨＰの開設（ＵＲＬの周知） 

  →運営会議の開催案内・議事録開示など 

・区政だより 

・傍聴者の受入（当事者、医療、教育、区民など） 

今後の運営方法 
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抽出課題についての 

今後の対応・方向性 

議 題 
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部会の活用 
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スキルの向上 

課  題 

研修部会（仮） 

情報の不足 
困難事例対応 

相談支援部会（仮） 

情報の不足 
困難事例対応 

就労支援部会（仮） 

検討主体 



関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域に
おける障害者等への支援体制に関する課題につい
て情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図
るとともに、地域の実情に応じた体制の整備につい
て協議を行うものとする。 

 

平野区の障がい者のために支援体制に関する地域
のネットワークを構築する。 

協議会の目的 
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3.11自立支援協議会説明会のフィードバック 
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連携 

介護保険の担当者会議のようなチームケアを目的としたものがないため他の
事業との連携に問題がある。 

相談支援事業所から各福祉サービスへのつなぎがよく見えてこない。 

医療、関連職種と連携しながらサポートしたい。 

関連機関との連携がスムーズにいかない。協力体制の構築が必要。 

親が高齢者、貧困など家族への支援が必要な場合、他職種との連携がス
ムーズにできないことが多い。 

利用者の健康管理において医療機関を利用する機会が少ない利用者につい
ては、健康状態が充分に把握しにくく医療との連携が必要。 

利用者や作業の受け入れにおいて施設紹介といった連携が必要。 

利用者のライフステージが変わる度に（幼児期から学齢期、学齢期から成人
期など）それまで積み上げてきた支援が途切れてしまう。 



 

 

3.11自立支援協議会説明会のフィードバック 
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地域交流 

障がい者家族と支援者のイベントがあればもっと家族と密になれる。 

知的の方や精神の方の理解がされていない。地域の方が障害を持った方を少しでも理解し
少しでも知ってもらえれば、ヘルパー、事業所や親だけではなく、地域で支援できる体制にな
る。 

ケアホームの近隣の方の理解がもらえず、苦情を寄せられ対応に苦慮している。 

バザーをする、イベントをするとケアホームの内を見ることができる。新聞を配る。 

ケアホームに対して地域の苦情があり理解をして欲しい。 

障がい者作業所共同の売り場（バザー）を区の主催で定期的に 

知的の方々が大きな声をしている→虐待しているのではないか？ 

バザー・会報・地域の理解。 



 

 

自立支援協議会関係者 
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運営員会でのテーマ 
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他職種連携や地域連携を必要とする 
当事者ニーズの把握 

他職種連携や地域連携の形成 



 

 

次回 
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日 程   平成26年7月24日（木）、15：30 
 
参加者  運営委員会メンバー、部会長 
 


